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授業概要  

内容：簿記とは「帳簿記入」のことです。会社や商店は経済活動を帳簿に記録し報告書を作成します。簿記

の目的は、2 つあります。１つは、会社の財政状態を明らかにすることです。会社は土地や建物をどれだけ所

有しているのか、またどれだけ借金があるのか企業外部者に報告しなければなりません。貸借対照表は、こう

した企業の財政状態を示した表です。もう１つの目的は、会社の経営成績を明白にすることです。会社はどれ

だけもうけがありまた損をしたか外部者に説明しなければなりません。損益計算書は、そうした損得を示した

計算書です。講義の目的は初級レベルの簿記を習得することです。将来、税理士や公認会計士を目指す第 1 歩

の講義です。 

授業計画  

 
第 1 回 簿記の学習方法と日商簿記検定試験、職業会計人の紹介 

第 2 回 簿記の意義：貸借対照表と損益計算書の仕組み 

第 3 回 仕訳と転記：勘定科目、取引の意義と種類、仕訳と転記の仕方 

第 4 回 仕訳帳と元帳：帳簿の種類、仕訳帳への記入方法、仕訳帳から総勘定元帳への転記 

第 5 回 決算：決算の意義、試算表の構造、帳簿の締切、財務諸表の作成、決算手続きと精算表 

第 6 回 第 1 回 中間試験 （60 分試験・30 分解説） 

第 7 回 現金と預金：現金勘定、現金過不足、当座預金と当座借越、小口現金 

第 8 回 商品 3 分法：繰越商品、仕入、売上、商品有高帳の記入法、仕入帳と売上帳の記入 

第 9 回 掛け取引：売掛金と買掛金、売掛金元帳と買掛金元帳、売掛金明細書、買掛金明細書 

第 10 回 その他債権債務：貸付金・借入金、未収金・未払金、立替金・預り金、仮払金・仮受金等 

第 11 回 第 2 回 中間試験（60 分試験・30 分解説） 

第 12 回 手形勘定：約束手形、為替手形、手形の裏書譲渡、手形の割引、受取手形と支払手形の記入帳 

第 13 回 有価証券：取得と売却、期末評価、固定資産：取得、売却、減価償却 

第 14 回 貸倒処理：貸倒損失、貸倒引当金 資本金と引出金、収益と費用、消耗品費の処理 

第 15 回 伝票：3 伝票、5 伝票、財務諸表：決算手続き、試算表、精算表、財務諸表の作成 

第 16 回 定期試験 
 

到達目標  

 初級簿記レベルの学習理解度に到達すること。仕訳ができて試算表、精算表の作成までできること。 

履修上の注意  

本学エクステンションセンターの「日商簿記検定 3 級講座」を受講して下さい。 

予習復習  

テキストの「例題」を毎日学習して下さい。 

評価方法  

中間試験 40%、定期試験 60% 授業態度不良者は「不可」評価とする。 

テキスト  

開講日に公表します。 

（参考図書） 

渡部裕亘、片山覚、北村敬子『検定簿記講義 3 級商業簿記』（平成 27 年度版）中央経済社 

渡部裕亘、片山覚、北村敬子『検定簿記ワークブック 3 級商業簿記』（平成 27 年度版）中央経済社 

実教出版企画開発部『平成 27 年度版 日商簿記検定模擬試験問題集 3 級』実教出版 

 

 



 

初級簿記 大塚浩記 
 
 

授業概要  

簿記は，企業の経済活動を記録・計算・整理し，企業の財政状態や経営成績を報告する「技術」である。本

講義は，簿記を初めて学ぶ者を対象に企業の経済活動を記録・計算・整理・報告する方法の基礎を講義し，実

際に受講者がその簿記処理を行うことができるという技術を身に付けることを目的としている。 

 

 

授業計画  

 
第 1 回 企業の経済活動と簿記 

第 2 回 簿記一巡①（取引と財務諸表） 

第 3 回 簿記一巡②（取引と仕訳） 

第 4 回 簿記一巡③（仕訳と転記） 

第 5 回 簿記一巡④（試算表と財務諸表） 

第 6 回 簿記一巡⑤（演習） 

第 7 回 貸借対照表と損益計算書の関係 

第 8 回 小テスト① 

第 9 回 現金と現金過不足 

第 10 回 当座預金と当座借越 

第 11 回 当座預金出納帳 

第 12 回 商品売買①（仕訳） 

第 13 回 商品売買②（補助簿への記帳） 

第 14 回 商品売買③（前払金・前受金など） 

第 15 回 小テスト②とその解説 

第 16 回 定期試験 

 ※使用するテキストにより，若干の変更がある。 

到達目標  

・貸借対照表と損益計算書の内容や関係について理解する。 

・商品売買に関する取引に関する記帳ができるようになる。 

 

履修上の注意  

・電卓は必ず持ってくること（携帯電話の利用は不可）。 

 ・第 1 回目の授業で科目の特徴を説明するので，必ず出席すること。   

予習復習  

・前回の授業内容が次回の内容の基礎となるので復習は必ず，かつ，しっかりと行うこと。 

（復習ができていないと単位取得は困難である） 

 

評価方法  

・小テストも若干考慮するが，最終到達点である定期試験を重視して評価する。 

・規定の出席回数を満たしていない場合には原則として単位を認定しない。 

 

 

テキスト  

・『イントロダクション簿記』（創成社）（最新版を使用すること。） 

 

 

 


